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 Aculeine B (ACU-B) は西表島産のカイメン Axinyssa aculeata から単離された 45 アミ
ノ酸残基からなる細胞毒性ペプチドである。ACU-B は、その N 末端に protoaculeine B 
(pACU-B) と命名された、1,3-propanediamine の 12-15 量体ポリマーが tryptophan 由来
のヘテロ三環性骨格に縮合したユニークな構造を含んでいる 1。  
当研究室では ACU-B の活性発現に重要なモチーフであると考えられる pACU-B の合

成研究に取り組んでおり、これまでに完全保護体 1（12 量体、図 1）の合成を第 76 回
の本会にて報告している 2。その後 1 を順次脱保護していくに際し、生成物の不安定性
とポリカチオン性に由来する取り扱い上の問題が生じることが判明したが、今回これ

を解決し提唱構造 4の全合成を達成することができた 3 ,4。しかしながら、4の各種 NMR、
MS/MS スペクトルは天然物のものと一致しなかった 4。類縁体（3 量体）およびジアス
テレオマーの合成とあわせ、得られた結果を報告する。  
 

図 1. pACU-B の提唱構造の全合成  
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